
　

福
岡
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
条
の
三
十
第
三
項
中
「
供
す
る
」
の
下
に
「
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
（
」
を
加
え
、
「
施

行
令
第
三
十
七
条
の
十
八
に
規
定
す
る
も
の
」
を
「
施
行
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
「
を
い
う
」

の
下
に
「
。
第
二
十
条
の
三
十
五
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に

係
る
基
準
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
基
準
（
同
項
に
お
い
て
「
耐
震
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る

も
の
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
」
を
、
「
第
二
十
条
の
三
十
二
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び

第
二
十
条
の
三
十
五
の
二
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
条
の
三
十
五
の
二
」
を
「
第

二
十
条
の
三
十
五
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住

宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
区
画
整
理

法
第
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
清
算
金
」
を
削
り
、
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

　

第
二
十
条
の
三
十
二
第
二
項
中
「
既
存
住
宅
等
（
既
存
住
宅
」
を
「
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
（

耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
既
存
住
宅
等
」
を
「
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅

等
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
の
三
十
五
の
六
第
二
項
中
「
第
二
十
条
の
三
十
五
の
三
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
の
三
十

五
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
の
三
十
五
の
七
と
す
る
。

　

第
二
十
条
の
三
十
五
の
五
の
見
出
し
中
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

団
体
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
十
二
」
を
「
第
十
一
条
の
十

四
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
農

地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
と
い
う
。
）
が
、
同
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
団
体
又
は
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条

第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等

」
と
い
う
。
）
が
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
、
「
（
同
条
第
一
項

」
を
「
又
は
同
法
第
七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
（
そ
れ
ぞ
れ
同
法
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
施
行
令

第
三
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
区
域
」
を
「
施
行
令
で
定
め
る
区
域
」
に
、
「
施
行
令
第
三
十
九
条
の

七
に
定
め
る
日
」
を
「
施
行
令
で
定
め
る
日
」
に
、
「
経
過
し
た
日
」
を
「
経
過
す
る
日
」
に
、
「
第

四
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
七
条
第
三
号
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
に
よ
る
」
を
「
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
の
三
十
五
の
六
と
す
る
。

　

第
二
十
条
の
三
十
五
の
四
を
第
二
十
条
の
三
十
五
の
五
と
し
、
第
二
十
条
の
三
十
五
の
三
を
第
二
十

条
の
三
十
五
の
四
と
す
る
。

目

次

再

掲

○
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
税

務

課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人

事

課
）
…
…
…
…
十
六

○
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

　

施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人

事

課
）
…
…
…
…
二
十

○
福
岡
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

　

律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�
（
障
害
者
福
祉
課
）
…
…
…
二
十
一

○
福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�
（
人

事

課
）
…
…
…
三
十
四

○
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を

　

改
正
す
る
規
程�

（
企
業
局
管
理
課
）
…
…
…
三
十
七

正

誤

○
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
三
十
八

再

掲

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
条
例
第
二
十
二
号

福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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�

年
額　
　
　
　
　

九
千
円

⑶　

最
大
積
載
量
が
二
ト
ン
を
超
え
、
三
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

一
万
二
千
円

⑷　

最
大
積
載
量
が
三
ト
ン
を
超
え
、
四
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

一
万
五
千
円

⑸　

最
大
積
載
量
が
四
ト
ン
を
超
え
、
五
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

一
万
八
千
五
百
円

⑹　

最
大
積
載
量
が
五
ト
ン
を
超
え
、
六
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

二
万
二
千
円

⑺　

最
大
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
、
七
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
五
千
五
百
円

⑻　

最
大
積
載
量
が
七
ト
ン
を
超
え
、
八
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
九
千
五
百
円

⑼　

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の

年
額　

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
一
ト
ン
ま
で
ご
と
に
二
万
九
千
五
百
円
に
四
千

七
百
円
を
加
算
し
た
額

ロ　

自
家
用
（
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

⑴　

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　
　
　

八
千
円

⑵　

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
を
超
え
、
二
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　

一
万
千
五
百
円

⑶　

最
大
積
載
量
が
二
ト
ン
を
超
え
、
三
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

一
万
六
千
円

⑷　

最
大
積
載
量
が
三
ト
ン
を
超
え
、
四
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

二
万
五
百
円

⑸　

最
大
積
載
量
が
四
ト
ン
を
超
え
、
五
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
五
千
五
百
円

⑹　

最
大
積
載
量
が
五
ト
ン
を
超
え
、
六
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　
　
　

三
万
円

　

第
二
十
条
の
三
十
五
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
並
び

に
前
二
条
」
を
「
、
第
二
十
条
の
三
十
四
並
び
に
第
二
十
条
の
三
十
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条

の
三
十
五
の
三
と
す
る
。

　

第
二
十
条
の
三
十
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
）

第
二
十
条
の
三
十
五
の
二　

知
事
は
、
個
人
が
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
（
既
存
住
宅
の
う
ち
耐
震

基
準
適
合
既
存
住
宅
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
個
人
が
、
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当

該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
に
耐
震
改
修
（
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
い
、
一
部
の
除
却
及
び
敷

地
の
整
備
を
除
く
。
）
を
行
い
、
当
該
住
宅
が
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
き
施
行
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
税

額
か
ら
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
福
岡
県
税

条
例
第
二
十
条
の
三
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
額
に
税
率
を
乗
じ
て

得
た
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

知
事
は
、
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
を
賦
課
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
住
宅
の
取
得
者
か
ら
当
該
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告

が
あ
り
、
当
該
申
告
が
真
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
の
期

間
を
限
つ
て
、
当
該
住
宅
に
係
る
不
動
産
取
得
税
額
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
り
減
額
す
べ
き
額
に

相
当
す
る
税
額
を
徴
収
猶
予
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

第
二
十
条
の
三
十
三
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
前
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
お
け
る
不

動
産
取
得
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
取
得

税
に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ　

営
業
用
（
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

⑴　

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

六
千
五
百
円

⑵　

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
を
超
え
、
二
ト
ン
以
下
の
も
の
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ウ　

車
両
総
重
量
が
十
六
ト
ン
を
超
え
、
二
十
二
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
九
千
五
百
円

エ　

車
両
総
重
量
が
二
十
二
ト
ン
を
超
え
る
も
の

�

年
額　

四
万
三
千
六
百
円

　

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　

イ　

乗
車
定
員
が
十
一
人
以
上
の
も
の

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
六
千
四
百
円

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

三
万
二
千
八
百
円

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

三
万
九
千
二
百
円

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

四
万
五
千
六
百
円

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

五
万
二
千
四
百
円

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

五
万
九
千
二
百
円

　
　
　
　
　
　

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

�

年
額　

六
万
六
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑷
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑷　

起
重
機
車
又
は
こ
れ
に
類
す
る
自
動
車

ア　

車
両
総
重
量
が
十
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　

一
万
千
五
百
円

イ　

車
両
総
重
量
が
十
ト
ン
を
超
え
、
十
六
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
五
千
五
百
円

ウ　

車
両
総
重
量
が
十
六
ト
ン
を
超
え
、
二
十
二
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

四
万
五
百
円

エ　

車
両
総
重
量
が
二
十
二
ト
ン
を
超
え
る
も
の

⑺　

最
大
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
、
七
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

三
万
五
千
円

⑻　

最
大
積
載
量
が
七
ト
ン
を
超
え
、
八
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

四
万
五
百
円

⑼　

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の

年
額　

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
一
ト
ン
ま
で
ご
と
に
四
万
五
百
円
に
六
千
三
百

円
を
加
算
し
た
額

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ　

乗
車
定
員
が
十
一
人
以
上
の
も
の

　
　
　

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　

二
万
千
二
百
円

　
　
　

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
五
千
六
百
円

　
　
　

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

三
万
四
百
円

　
　
　

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の

�
年
額　

三
万
五
千
二
百
円

　
　
　

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

四
万
四
百
円

　
　
　

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

四
万
五
千
六
百
円

　
　
　

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

�

年
額　
　

五
万
千
二
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑷
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑷　

起
重
機
車
又
は
こ
れ
に
類
す
る
自
動
車

ア　

車
両
総
重
量
が
十
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　
　
　

九
千
円

イ　

車
両
総
重
量
が
十
ト
ン
を
超
え
、
十
六
ト
ン
以
下
の
も
の

�

年
額　

一
万
八
千
五
百
円
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�

年
額　
　
　

四
万
四
千
円

　
　
　
　

オ　

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

五
万
五
百
円

　
　
　
　

カ　

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

五
万
七
千
円

　
　
　
　

キ　

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

�

年
額　
　
　

六
万
四
千
円

ロ　

自
家
用

⑴　

学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
が
所
有
し
、
か
つ
、
専
ら
そ
の
学
生
、
生
徒
、
児

童
又
は
幼
児
の
通
学
の
用
に
用
い
る
も
の

　
　
　
　

ア　

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

一
万
二
千
円

　
　
　
　

イ　

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

一
万
四
千
五
百
円

　
　
　
　

ウ　

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

一
万
七
千
五
百
円

　
　
　
　

エ　

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　
　
　

二
万
円

　
　
　
　

オ　

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
二
千
五
百
円

　
　
　
　

カ　

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
五
千
五
百
円

　
　
　
　

キ　

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

�

年
額　
　
　

二
万
九
千
円

⑵　

そ
の
他

　
　
　
　

ア　

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

三
万
三
千
円

　
　
　
　

イ　

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　
　

四
万
千
円

�

年
額　

五
万
九
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四　

バ
ス
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

　
　

イ　

営
業
用

⑴　

一
般
乗
合
用
の
も
の
（
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
自
動
車
税
に

つ
い
て
同
様
と
す
る
。
）

ア　

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

一
万
二
千
円

　
　
　
　

イ　

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

一
万
四
千
五
百
円

　
　
　
　

ウ　

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

一
万
七
千
五
百
円

　
　
　
　

エ　

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　
　
　

二
万
円

　
　
　
　

オ　

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の

�
年
額　

二
万
二
千
五
百
円

　
　
　
　

カ　

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
五
千
五
百
円

　
　
　
　

キ　

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

�

年
額　
　
　

二
万
九
千
円

　
　
　

⑵　

そ
の
他

　
　
　
　

ア　

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

二
万
六
千
五
百
円

　
　
　
　

イ　

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
、
四
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

三
万
二
千
円

　
　
　
　

ウ　

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

三
万
八
千
円

　
　
　
　

エ　

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の
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付
則
第
九
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
自
家
用
」
を
「
営
業
用
」
に
、
「
）
以
外
の
も
の
」
を
「
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
も
の
及
び
軽
自
動
車
」
に
、
「
百
分
の
五
」
を
「
百
分
の
二
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
四
分
の
一
」
を
「
百
分
の
二
十
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
二
分
の
一
」

を
「
百
分
の
四
十
」
に
改
め
る
。

　

付
則
第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、
「
専
ら
メ
タ
ノ
ー

ル
」
を
「
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
専
ら
メ
タ
ノ
ー
ル
」
に
、
「
、
メ
タ
ノ
ー
ル
」
を
「
を
い
う
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
メ
タ
ノ
ー
ル
」
に
、
「
及
び
ガ
ソ
リ
ン
」
を
「
を

い
う
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
ガ
ソ
リ
ン
」
に
、
「
第
二
項
に
」
を
「
次
項
及
び
第
三
項
第
三

号
に
」
に
改
め
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の

」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に

、
「
初
め
て
」
を
「
最
初
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

八
千
六
百
円

八
千
五
百
円

九
千
七
百
円

九
千
五
百
円

一
万
九
百
円

一
万
三
千
八
百
円

一
万
五
千
八
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
八
千
円

一
万
七
千
九
百
円

二
万
五
百
円

二
万
五
百
円

二
万
三
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

二
万
七
千
百
円

二
万
七
千
二
百
円

三
万
千
二
百
円

四
万
七
百
円

四
万
六
千
八
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
九
千
五
百
円

三
万
三
千
九
百
円

三
万
四
千
五
百
円

三
万
九
千
六
百
円

三
万
九
千
五
百
円

四
万
五
千
四
百
円

四
万
五
千
円

五
万
千
七
百
円

五
万
千
円

五
万
八
千
六
百
円

五
万
八
千
円

六
万
六
千
七
百
円

六
万
六
千
五
百
円

七
万
六
千
四
百
円

七
万
六
千
五
百
円

八
万
七
千
九
百
円

　
　
　
　

ウ　

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
、
五
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

四
万
九
千
円

　
　
　
　

エ　

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
、
六
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

五
万
七
千
円

　
　
　
　

オ　

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
、
七
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　

六
万
五
千
五
百
円

　
　
　
　

カ　

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
、
八
十
人
以
下
の
も
の

�

年
額　
　
　

七
万
四
千
円

　
　
　
　

キ　

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

�

年
額　
　
　

八
万
三
千
円

　

第
五
十
八
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
二
条
」
を
加
え
る
。

　

付
則
第
六
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
」
を
「
平
成
三
十
年
度
」
に
改
め
る
。

　

付
則
第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
項
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

付
則
第
八
条
の
二
第
二
項
中
「
第
二
十
条
の
三
十
五
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
三
十

五
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　

付
則
第
八
条
の
五
第
三
項
及
び
第
八
条
の
六
中
「
第
二
十
条
の
三
十
五
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十

条
の
三
十
五
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

付
則
第
九
条
第
一
項
中
「
施
行
令
附
則
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
」
を
「
施
行

令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
も
の
」
に
、
「
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項
」
を

「
、
第
十
七
項
、
第
十
八
項
、
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十
三
項
」
に
、
「
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
項
ま

で
及
び
第
二
十
三
項
か
ら
第
三
十
八
項
ま
で
」
を
「
第
十
六
項
、
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
及

び
第
二
十
四
項
か
ら
第
三
十
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
八
項
、
第
十
九
項
、
第
二

十
三
項
、
第
二
十
六
項
か
ら
第
三
十
項
ま
で
、
第
三
十
一
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
項
」
を
「
第
十
九

項
、
第
二
十
項
、
第
二
十
四
項
、
第
二
十
七
項
か
ら
第
三
十
一
項
ま
で
、
第
三
十
二
項
第
二
号
及
び
第

三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
項
第
二
号
、
第
十
九
項
若
し
く
は
第
二
十
二
項
第
一

号
」
を
「
第
十
八
項
第
二
号
、
第
二
十
項
若
し
く
は
第
二
十
三
項
第
一
号
」
に
、
「
第
七
十
条
の
四
第

二
十
九
項
若
し
く
は
第
三
十
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
三
十
項
若
し
く
は
第
三
十
一
項
」
に
改
め
る

。
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一
万
八
千
八
百
円

二
万
千
六
百
円

二
万
千
七
百
円

二
万
四
千
九
百
円

三
万
二
千
五
百
円

三
万
七
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
イ

二
万
千
二
百
円

二
万
四
千
三
百
円

二
万
五
千
六
百
円

二
万
九
千
四
百
円

三
万
四
百
円

三
万
四
千
九
百
円

三
万
五
千
二
百
円

四
万
四
百
円

四
万
四
百
円

四
万
六
千
四
百
円

四
万
五
千
六
百
円

五
万
二
千
四
百
円

五
万
千
二
百
円

五
万
八
千
八
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵

一
万
千
円

一
万
二
千
六
百
円

五
千
円

五
千
七
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑷

九
千
円

一
万
三
百
円

一
万
八
千
五
百
円

二
万
千
二
百
円

二
万
九
千
五
百
円

三
万
三
千
九
百
円

四
万
三
千
六
百
円

五
万
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑸

九
千
円

一
万
三
百
円

六
千
五
百
円

七
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑹

一
万
二
千
円

一
万
三
千
八
百
円

八
千
五
百
円

九
千
七
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑺

二
万
三
千
円

二
万
六
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑻

一
万
九
千
五
百
円

二
万
二
千
四
百
円

一
万
二
千
円

一
万
三
千
八
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
ア

二
万
三
千
六
百
円

二
万
七
千
百
円

二
万
七
千
六
百
円

三
万
千
七
百
円

三
万
千
六
百
円

三
万
六
千
三
百
円

三
万
六
千
円

四
万
千
四
百
円

四
万
八
百
円

四
万
六
千
九
百
円

四
万
六
千
四
百
円

五
万
三
千
三
百
円

五
万
三
千
二
百
円

六
万
千
百
円

八
万
八
千
円

十
万
千
二
百
円

十
一
万
千
円

十
二
万
七
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

七
千
百
円

九
千
円

九
千
九
百
円

一
万
二
千
円

一
万
三
千
二
百
円

一
万
五
千
円

一
万
六
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

二
万
三
百
円

二
万
二
千
円

二
万
四
千
二
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

二
万
九
千
五
百
円

三
万
二
千
四
百
円

四
千
七
百
円

五
千
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

八
千
八
百
円

一
万
千
五
百
円

一
万
二
千
六
百
円

一
万
六
千
円

一
万
七
千
六
百
円

二
万
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

三
万
円

三
万
三
千
円

三
万
五
千
円

三
万
八
千
五
百
円

四
万
五
百
円

四
万
四
千
五
百
円

六
千
三
百
円

六
千
九
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

八
千
二
百
円

一
万
五
千
百
円

一
万
六
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

一
万
千
二
百
円

二
万
六
百
円

二
万
二
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
ア

六
千
円

六
千
九
百
円

六
千
八
百
円

七
千
八
百
円

七
千
六
百
円

八
千
七
百
円

一
万
千
円

一
万
二
千
六
百
円

一
万
二
千
五
百
円

一
万
四
千
三
百
円

一
万
四
千
三
百
円

一
万
六
千
四
百
円

一
万
六
千
四
百
円

一
万
八
千
八
百
円
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第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑴

一
万
二
千
円

一
万
三
千
二
百
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
五
千
九
百
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
九
千
二
百
円

二
万
円

二
万
二
千
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
四
千
七
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

二
万
九
千
円

三
万
千
九
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑵

三
万
三
千
円

三
万
六
千
三
百
円

四
万
千
円

四
万
五
千
百
円

四
万
九
千
円

五
万
三
千
九
百
円

五
万
七
千
円

六
万
二
千
七
百
円

六
万
五
千
五
百
円

七
万
二
千
円

七
万
四
千
円

八
万
千
四
百
円

八
万
三
千
円

九
万
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
五
号

四
千
五
百
円

五
千
百
円

六
千
円

六
千
九
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

四
千
百
円

四
千
七
百
円

五
千
二
百
円

六
千
三
百
円

六
千
九
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

五
千
七
百
円

六
千
三
百
円

六
千
九
百
円

八
千
円

八
千
八
百
円

　

付
則
第
九
条
の
三
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
、
混
合

メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
及
び
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
電
力
併
用
自
動
車
並
び
に

バ
ス
（
一
般
乗
合
用
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
平
成
二
十

六
年
度
分
の
自
動
車
税
に
係
る
第
五
十
条
第
一
項
（
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
の
規
定
を
除
く
。
）
及

び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
し
、
同
条
第
一

項
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
う
ち
、
三
輪
小
型
自
動
車
に
属
す
る
も
の

六
万
千
二
百
円

七
万
三
百
円

七
万
四
百
円

八
万
九
百
円

八
万
八
千
八
百
円

十
万
二
千
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
イ

二
万
六
千
四
百
円

三
万
三
百
円

三
万
二
千
八
百
円

三
万
七
千
七
百
円

三
万
九
千
二
百
円

四
万
五
千
円

四
万
五
千
六
百
円

五
万
二
千
四
百
円

五
万
二
千
四
百
円

六
万
二
百
円

五
万
九
千
二
百
円

六
万
八
千
円

六
万
六
千
四
百
円

七
万
六
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑵

一
万
四
千
五
百
円

一
万
六
千
六
百
円

六
千
五
百
円

七
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑷

一
万
千
五
百
円

一
万
三
千
二
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
九
千
三
百
円

四
万
五
百
円

四
万
六
千
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

六
万
八
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑸

一
万
千
五
百
円

一
万
三
千
二
百
円

八
千
円

九
千
二
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑹

一
万
六
千
円

一
万
八
千
四
百
円

一
万
千
円

一
万
二
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑺

三
万
五
百
円

三
万
五
千
円

一
万
九
千
円

二
万
千
八
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑻

二
万
六
千
五
百
円

三
万
四
百
円

一
万
六
千
円

一
万
八
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

二
万
九
千
百
円

三
万
二
千
円

三
万
五
千
二
百
円

三
万
八
千
円

四
万
千
八
百
円

四
万
四
千
円

四
万
八
千
四
百
円

五
万
五
百
円

五
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

六
万
二
千
七
百
円

六
万
四
千
円

七
万
四
百
円
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第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

七
千
百
円

九
千
円

九
千
九
百
円

一
万
二
千
円

一
万
三
千
二
百
円

一
万
五
千
円

一
万
六
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

二
万
三
百
円

二
万
二
千
円

二
万
四
千
二
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

二
万
九
千
五
百
円

三
万
二
千
四
百
円

四
千
七
百
円

五
千
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

八
千
八
百
円

一
万
千
五
百
円

一
万
二
千
六
百
円

一
万
六
千
円

一
万
七
千
六
百
円

二
万
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

三
万
円

三
万
三
千
円

三
万
五
千
円

三
万
八
千
五
百
円

四
万
五
百
円

四
万
四
千
五
百
円

六
千
三
百
円

六
千
九
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

八
千
二
百
円

一
万
五
千
百
円

一
万
六
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

一
万
千
二
百
円

二
万
六
百
円

二
万
二
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
ア

六
千
円

六
千
六
百
円

六
千
八
百
円

七
千
四
百
円

七
千
六
百
円

八
千
三
百
円

一
万
千
円

一
万
二
千
百
円

一
万
二
千
五
百
円

一
万
三
千
七
百
円

一
万
四
千
三
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
六
千
四
百
円

一
万
八
千
円

一
万
八
千
八
百
円

二
万
六
百
円

二
万
千
七
百
円

二
万
三
千
八
百
円

に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
後
の
三
輪
小
型
自
動
車
の
税
率
を
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み

替
え
後
の
ト
ラ
ッ
ク
の
最
大
積
載
量
に
応
ず
る
税
率
を
適
用
す
る
も
の
と
し
、
同
条
第
三
項
に
規
定

さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
単
室
容
積
（
一
つ
の
作
動
室
の
容
積
を
い
う
。
）
に
ロ
ー
タ
ー

数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
総
排
気
量
と
み
な
し
て
、
読
み
替
え
後
の

同
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
三
号
イ
⑴
及
び
ロ
⑴
並
び
に
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す

る
。

一　

ガ
ソ
リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
平
成
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

二　

軽
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
そ
の
他
の
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自

動
車
で
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

八
千
二
百
円

八
千
五
百
円

九
千
三
百
円

九
千
五
百
円

一
万
四
百
円

一
万
三
千
八
百
円

一
万
五
千
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
七
千
二
百
円

一
万
七
千
九
百
円

一
万
九
千
六
百
円

二
万
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

二
万
五
千
九
百
円

二
万
七
千
二
百
円

二
万
九
千
九
百
円

四
万
七
百
円

四
万
四
千
七
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
九
千
五
百
円

三
万
二
千
四
百
円

三
万
四
千
五
百
円

三
万
七
千
九
百
円

三
万
九
千
五
百
円

四
万
三
千
四
百
円

四
万
五
千
円

四
万
九
千
五
百
円

五
万
千
円

五
万
六
千
百
円

五
万
八
千
円

六
万
三
千
八
百
円

六
万
六
千
五
百
円

七
万
三
千
百
円

七
万
六
千
五
百
円

八
万
四
千
百
円

八
万
八
千
円

九
万
六
千
八
百
円

十
一
万
千
円

十
二
万
二
千
百
円
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八
万
八
千
八
百
円

九
万
七
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
イ

二
万
六
千
四
百
円

二
万
九
千
円

三
万
二
千
八
百
円

三
万
六
千
円

三
万
九
千
二
百
円

四
万
三
千
百
円

四
万
五
千
六
百
円

五
万
百
円

五
万
二
千
四
百
円

五
万
七
千
六
百
円

五
万
九
千
二
百
円

六
万
五
千
百
円

六
万
六
千
四
百
円

七
万
三
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑵

一
万
四
千
五
百
円

一
万
五
千
九
百
円

六
千
五
百
円

七
千
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑷

一
万
千
五
百
円

一
万
二
千
六
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

四
万
五
百
円

四
万
四
千
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

六
万
五
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑸

一
万
千
五
百
円

一
万
二
千
六
百
円

八
千
円

八
千
八
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑹

一
万
六
千
円

一
万
七
千
六
百
円

一
万
千
円

一
万
二
千
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑺

三
万
五
百
円

三
万
三
千
五
百
円

一
万
九
千
円

二
万
九
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑻

二
万
六
千
五
百
円

二
万
九
千
百
円

一
万
六
千
円

一
万
七
千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

二
万
九
千
百
円

三
万
二
千
円

三
万
五
千
二
百
円

三
万
八
千
円

四
万
千
八
百
円

四
万
四
千
円

四
万
八
千
四
百
円

五
万
五
百
円

五
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

六
万
二
千
七
百
円

六
万
四
千
円

七
万
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑴

一
万
二
千
円

一
万
三
千
二
百
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
五
千
九
百
円

三
万
二
千
五
百
円

三
万
五
千
七
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
イ

二
万
千
二
百
円

二
万
三
千
三
百
円

二
万
五
千
六
百
円

二
万
八
千
百
円

三
万
四
百
円

三
万
三
千
四
百
円

三
万
五
千
二
百
円

三
万
八
千
七
百
円

四
万
四
百
円

四
万
四
千
四
百
円

四
万
五
千
六
百
円

五
万
百
円

五
万
千
二
百
円

五
万
六
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵

一
万
千
円

一
万
二
千
百
円

五
千
円

五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑷

九
千
円

九
千
九
百
円

一
万
八
千
五
百
円

二
万
三
百
円

二
万
九
千
五
百
円

三
万
二
千
四
百
円

四
万
三
千
六
百
円

四
万
七
千
九
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑸

九
千
円

九
千
九
百
円

六
千
五
百
円

七
千
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑹

一
万
二
千
円

一
万
三
千
二
百
円

八
千
五
百
円

九
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑺

二
万
三
千
円

二
万
五
千
三
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
四
千
八
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑻

一
万
九
千
五
百
円

二
万
千
四
百
円

一
万
二
千
円

一
万
三
千
二
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
ア

二
万
三
千
六
百
円

二
万
五
千
九
百
円

二
万
七
千
六
百
円

三
万
三
百
円

三
万
千
六
百
円

三
万
四
千
七
百
円

三
万
六
千
円

三
万
九
千
六
百
円

四
万
八
百
円

四
万
四
千
八
百
円

四
万
六
千
四
百
円

五
万
千
円

五
万
三
千
二
百
円

五
万
八
千
五
百
円

六
万
千
二
百
円

六
万
七
千
三
百
円

七
万
四
百
円

七
万
七
千
四
百
円
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ガ
ス
保
安
基
準
」
を
「
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技

術
基
準
（
第
四
号
及
び
第
五
項
第
五
号
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、

「
こ
の
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
第
二
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
充
電
機
能
付
電
力
併
用
自

動
車
」
の
下
に
「
（
電
力
併
用
自
動
車
の
う
ち
、
動
力
源
と
し
て
用
い
る
電
気
を
外
部
か
ら
充
電
す
る

機
能
を
備
え
て
い
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
五
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
を
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
が
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
勘

案
し
て
施
行
規
則
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
第
五
項
第
四
号
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
基
準

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、
「
平

成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
」
を
「
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
十

七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
定
め
る
窒

素
酸
化
物
の
値
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排

出
許
容
限
度
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

四
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

九
千
五
百
円

五
千
円

一
万
三
千
八
百
円

七
千
円

一
万
五
千
七
百
円

八
千
円

一
万
七
千
九
百
円

九
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
二
百
円

一
万
四
千
円

四
万
七
百
円

二
万
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

三
万
四
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

三
万
九
千
五
百
円

二
万
円

四
万
五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

五
万
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
九
千
二
百
円

二
万
円

二
万
二
千
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
四
千
七
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
八
千
円

二
万
九
千
円

三
万
千
九
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑵

三
万
三
千
円

三
万
六
千
三
百
円

四
万
千
円

四
万
五
千
百
円

四
万
九
千
円

五
万
三
千
九
百
円

五
万
七
千
円

六
万
二
千
七
百
円

六
万
五
千
五
百
円

七
万
二
千
円

七
万
四
千
円

八
万
千
四
百
円

八
万
三
千
円

九
万
千
三
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
五
号

四
千
五
百
円

四
千
九
百
円

六
千
円

六
千
六
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

四
千
百
円

四
千
七
百
円

五
千
二
百
円

六
千
三
百
円

六
千
九
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

五
千
七
百
円

六
千
三
百
円

六
千
九
百
円

八
千
円

八
千
八
百
円

　

付
則
第
九
条
の
三
第
三
項
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
の
規
定
を

除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
前
項
の
表
」
を
「
次
の
表
」
に
改
め
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ

」
を
加
え
、
「
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
と
し
、
同
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑶
及

び
ロ
⑶
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
う
ち
、
三
輪
小
型
自
動
車
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み

替
え
後
の
三
輪
小
型
自
動
車
の
税
率
を
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
後
の
ト
ラ
ッ
ク
の

最
大
積
載
量
に
応
ず
る
税
率
を
適
用
す
る
も
の
と
し
、
同
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
単
室
容
積
（
一
つ
の
作
動
室
の
容
積
を
い
う
。
）
に
ロ
ー
タ
ー
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
に
一

・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
総
排
気
量
と
み
な
し
て
、
読
み
替
え
後
の
同
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第

三
号
イ
⑴
及
び
ロ
⑴
並
び
に
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
（
」
の
下
に
「
同
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
「
排
出

第３５８６号 増刊①平成 26 年４月 11 日　金曜日 10福 岡 県 公 報



一
万
二
千
五
百
円

六
千
五
百
円

一
万
四
千
三
百
円

七
千
五
百
円

一
万
六
千
四
百
円

八
千
五
百
円

一
万
八
千
八
百
円

九
千
五
百
円

二
万
千
七
百
円

一
万
千
円

三
万
二
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
イ

二
万
千
二
百
円

一
万
千
円

二
万
五
千
六
百
円

一
万
三
千
円

三
万
四
百
円

一
万
五
千
五
百
円

三
万
五
千
二
百
円

一
万
八
千
円

四
万
四
百
円

二
万
五
百
円

四
万
五
千
六
百
円

二
万
三
千
円

五
万
千
二
百
円

二
万
六
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵

一
万
千
円

五
千
五
百
円

五
千
円

二
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑷

九
千
円

四
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
万
三
千
六
百
円

二
万
二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑸

九
千
円

四
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑹

一
万
二
千
円

六
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑺

二
万
三
千
円

一
万
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

七
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑻

一
万
九
千
五
百
円

一
万
円

一
万
二
千
円

六
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
ア

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
六
百
円

一
万
四
千
円

三
万
千
六
百
円

一
万
六
千
円

三
万
六
千
円

一
万
八
千
円

五
万
八
千
円

二
万
九
千
円

六
万
六
千
五
百
円

三
万
三
千
五
百
円

七
万
六
千
五
百
円

三
万
八
千
五
百
円

八
万
八
千
円

四
万
四
千
円

十
一
万
千
円

五
万
五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

九
千
円

四
千
五
百
円

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
五
千
円

七
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
千
七
百
円

二
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

四
千
円

一
万
千
五
百
円

六
千
円

一
万
六
千
円

八
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

三
万
円

一
万
五
千
円

三
万
五
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
万
五
百
円

二
万
五
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

四
千
円

一
万
五
千
百
円

八
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

五
千
五
百
円

二
万
六
百
円

一
万
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
ア

六
千
円

三
千
円

六
千
八
百
円

三
千
五
百
円

七
千
六
百
円

四
千
円

一
万
千
円

五
千
五
百
円
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二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
円

一
万
四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

三
万
二
千
円

一
万
六
千
円

三
万
八
千
円

一
万
九
千
円

四
万
四
千
円

二
万
二
千
円

五
万
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
四
千
円

三
万
二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑴

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

九
千
円

二
万
円

一
万
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
円

一
万
四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑵

三
万
三
千
円

一
万
六
千
五
百
円

四
万
千
円

二
万
五
百
円

四
万
九
千
円

二
万
四
千
五
百
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

三
万
三
千
円

七
万
四
千
円

三
万
七
千
円

八
万
三
千
円

四
万
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
五
号

四
千
五
百
円

二
千
五
百
円

六
千
円

三
千
円

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
八
百
円

四
千
七
百
円

二
千
三
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

二
千
六
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

八
千
円

四
千
円

　

付
則
第
九
条
の
三
第
四
項
中
「
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
受
け
る
自
動
車
」
に
改
め
、
「
字
句
は
」

四
万
八
百
円

二
万
五
百
円

四
万
六
千
四
百
円

二
万
三
千
五
百
円

五
万
三
千
二
百
円

二
万
七
千
円

六
万
千
二
百
円

三
万
千
円

七
万
四
百
円

三
万
五
千
五
百
円

八
万
八
千
八
百
円

四
万
四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
イ

二
万
六
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

三
万
二
千
八
百
円

一
万
六
千
五
百
円

三
万
九
千
二
百
円

二
万
円

四
万
五
千
六
百
円

二
万
三
千
円

五
万
二
千
四
百
円

二
万
六
千
五
百
円

五
万
九
千
二
百
円

三
万
円

六
万
六
千
四
百
円

三
万
三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑵

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑷

一
万
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

四
万
五
百
円

二
万
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

三
万
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑸

一
万
千
五
百
円

六
千
円

八
千
円

四
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑹

一
万
六
千
円

八
千
円

一
万
千
円

五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑺

三
万
五
百
円

一
万
五
千
五
百
円

一
万
九
千
円

九
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑻

二
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
六
千
円

八
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑴

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

九
千
円

二
万
円

一
万
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
千
五
百
円
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四　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二
十
を

乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
三
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年

窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の

五　

軽
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
乗
用
車
（
第
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一

日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施
行
規
則
で
定
め

る
も
の
に
適
合
す
る
も
の

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

二
千
円

八
千
五
百
円

二
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
千
五
百
円

一
万
三
千
八
百
円

三
千
五
百
円

一
万
五
千
七
百
円

四
千
円

一
万
七
千
九
百
円

四
千
五
百
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

六
千
円

二
万
七
千
二
百
円

七
千
円

四
万
七
百
円

一
万
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

三
万
四
千
五
百
円

九
千
円

三
万
九
千
五
百
円

一
万
円

四
万
五
千
円

一
万
千
五
百
円

五
万
千
円

一
万
三
千
円

五
万
八
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
六
千
五
百
円

一
万
七
千
円

七
万
六
千
五
百
円

一
万
九
千
五
百
円

八
万
八
千
円

二
万
二
千
円

十
一
万
千
円

二
万
八
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

二
千
円

の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
前

項
の
」
を
「
第
四
項
の
」
に
改
め
、
「
、
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
の
下
に
「

（
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て

」
及
び
「
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
次
項
及
び
第
五
項

に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
百
十
」
を
削
り

、
「
前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
」
を
「
平
成
二
十
二

年
度
以
降
」
と
、
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年

度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
、
「
百
分
の
百
十
」
と
あ
る
の
は
「
」
に
、
「
前
項
中
」
を
「
第

四
項
中
」
に
改
め
、
「
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第

四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５　

次
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
す
る
第
五
十
条
第
一
項
（
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
の
規
定
を
除
く
。
）

及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
七
年
度

分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
に

限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
字
句
と
し
、
同
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
う
ち
、

三
輪
小
型
自
動
車
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
後
の
三
輪
小
型
自
動
車
の
税
率
を
、
そ

の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
後
の
ト
ラ
ッ
ク
の
最
大
積
載
量
に
応
ず
る
税
率
を
適
用
す
る

も
の
と
し
、
同
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
単
室
容
積
（
一
つ
の
作
動
室

の
容
積
を
い
う
。
）
に
ロ
ー
タ
ー
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
総
排
気

量
と
み
な
し
て
、
読
み
替
え
後
の
同
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
三
号
イ
⑴
及
び
ロ
⑴
並
び
に
第
二

項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

電
気
自
動
車

二　

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化

物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超

え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の

三　

充
電
機
能
付
電
力
併
用
自
動
車
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第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
イ

二
万
千
二
百
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
六
百
円

六
千
五
百
円

三
万
四
百
円

八
千
円

三
万
五
千
二
百
円

九
千
円

四
万
四
百
円

一
万
五
百
円

四
万
五
千
六
百
円

一
万
千
五
百
円

五
万
千
二
百
円

一
万
三
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵

一
万
千
円

三
千
円

五
千
円

千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑷

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
万
三
千
六
百
円

一
万
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑸

九
千
円

二
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑹

一
万
二
千
円

三
千
円

八
千
五
百
円

二
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑺

二
万
三
千
円

六
千
円

一
万
三
千
五
百
円

三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑻

一
万
九
千
五
百
円

五
千
円

一
万
二
千
円

三
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
ア

二
万
三
千
六
百
円

六
千
円

二
万
七
千
六
百
円

七
千
円

三
万
千
六
百
円

八
千
円

三
万
六
千
円

九
千
円

四
万
八
百
円

一
万
五
百
円

四
万
六
千
四
百
円

一
万
二
千
円

五
万
三
千
二
百
円

一
万
三
千
五
百
円

六
万
千
二
百
円

一
万
五
千
五
百
円

七
万
四
百
円

一
万
八
千
円

八
万
八
千
八
百
円

二
万
二
千
五
百
円

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
五
千
円

四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
二
千
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

二
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

一
万
六
千
円

四
千
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
万
円

七
千
五
百
円

三
万
五
千
円

九
千
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

二
千
円

一
万
五
千
百
円

四
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

三
千
円

二
万
六
百
円

五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
ア

六
千
円

千
五
百
円

六
千
八
百
円

二
千
円

七
千
六
百
円

二
千
円

一
万
千
円

三
千
円

一
万
二
千
五
百
円

三
千
五
百
円

一
万
四
千
三
百
円

四
千
円

一
万
六
千
四
百
円

四
千
五
百
円

一
万
八
千
八
百
円

五
千
円

二
万
千
七
百
円

五
千
五
百
円

三
万
二
千
五
百
円

八
千
五
百
円
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四
万
四
千
円

一
万
千
円

五
万
五
百
円

一
万
三
千
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
四
千
円

一
万
六
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑴

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
四
千
五
百
円

四
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
千
五
百
円

二
万
円

五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

七
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑵

三
万
三
千
円

八
千
五
百
円

四
万
千
円

一
万
五
百
円

四
万
九
千
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

八
万
三
千
円

二
万
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
五
号

四
千
五
百
円

千
五
百
円

六
千
円

千
五
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

千
三
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

八
千
円

二
千
円

６　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ

て
得
た
数
値
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容

限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
五
十
条
第
一
項
（
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
の
規
定
を
除
く
。
）
及

び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴
イ

二
万
六
千
四
百
円

七
千
円

三
万
二
千
八
百
円

八
千
五
百
円

三
万
九
千
二
百
円

一
万
円

四
万
五
千
六
百
円

一
万
千
五
百
円

五
万
二
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

五
万
九
千
二
百
円

一
万
五
千
円

六
万
六
千
四
百
円

一
万
七
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑵

一
万
四
千
五
百
円

四
千
円

六
千
五
百
円

二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑷

一
万
千
五
百
円

三
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

一
万
五
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑸

一
万
千
五
百
円

三
千
円

八
千
円

二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑹

一
万
六
千
円

四
千
円

一
万
千
円

三
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑺

三
万
五
百
円

八
千
円

一
万
九
千
円

五
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑻

二
万
六
千
五
百
円

七
千
円

一
万
六
千
円

四
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑴

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
四
千
五
百
円

四
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
千
五
百
円

二
万
円

五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

七
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

七
千
円

三
万
二
千
円

八
千
円

三
万
八
千
円

九
千
五
百
円
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に
お
い
て
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
と
い
う
。
）
が
、
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
の
構
造
改

革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
百
二
号
）
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
旧
農
地
保
有
合
理
化
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
旧
農
地
保
有
合
理
化
法
人
」
と
い
う
。
）
が
同
条
に
規
定
す
る
旧
農
地
保
有
合
理
化
事
業
（
同

法
に
よ
る
改
正
前
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
基
盤
強
化
法
」
と

い
う
。
）
」
と
、
「
の
実
施
に
よ
り
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
に
限
る
。
）
の
実
施
に
よ
り
施
行
令

」
と
、
「
又
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
旧
基
盤
強
化
法
」
と
、
「
農
地

保
有
合
理
化
法
人
等
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
よ
る
」
と
す
る
。

　

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条　

新
条
例
の
規
定
中
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対

し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る

自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条　

新
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
自
動

車
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
十
八
号

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
条
第
五
号
中
「
保
健
所
」
の
下
に
「
及
び
病
害
虫
防
除
所
」
を
加
え
る
。

　

第
十
一
条
の
二
第
二
項
中

「
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
豊
前
分
場

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
七
年
度
分

の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限

り
、
第
三
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
字
句
と
し
、
同
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑶
及
び
ロ
⑶
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
う
ち

、
三
輪
小
型
自
動
車
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
後
の
三
輪
小
型
自
動
車
の
税
率
を
、

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
み
替
え
後
の
ト
ラ
ッ
ク
の
最
大
積
載
量
に
応
ず
る
税
率
を
適
用
す

る
も
の
と
し
、
同
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
単
室
容
積
（
一
つ
の
作
動

室
の
容
積
を
い
う
。
）
に
ロ
ー
タ
ー
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
総
排

気
量
と
み
な
し
て
、
読
み
替
え
後
の
同
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
三
号
イ
⑴
及
び
ロ
⑴
並
び
に
第

二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

　

付
則
第
十
条
の
三
第
四
項
中
「
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
」
に
改
め
る
。

　

付
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
平
成
二
十
六
年
度
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
」
に
改

め
る
。

　

付
則
第
二
十
五
条
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。附

　
則

　

（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条　

改
正
後
の
福
岡
県
税
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関

す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用

し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２　

改
正
前
の
第
二
十
条
の
三
十
五
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
土
地
の
取
得
に
対
し

て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

中
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十

一
条
の
十
二
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
以
下
こ
の
条
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、
同
号
中
ネ
を
ム
と
し
、
同
号
ツ
中
「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ツ

を
ラ
と
し
、
同
号
ソ
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ソ
を
ナ
と
し
、

レ
を
ネ
と
し
、
同
号
タ
中
「
申
請
者
出
頭
免
除
申
出
書
」
を
「
申
請
書
類
等
提
出
委
任
申
出
書
」
に
改

め
、
同
号
中
タ
を
ツ
と
し
、
ツ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ソ　

施
行
規
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
者
の
居
所
を
疎
明
す
る
資
料
の
提
示
又

は
提
出
を
申
請
者
に
求
め
る
こ
と
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
号
ヨ
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ヨ
を
レ

と
し
、
レ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

タ　

施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
者
の
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
こ
と

、
又
は
外
務
省
に
提
供
す
る
こ
と
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
号
中
カ
を
ヨ
と
し
、
ヨ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

カ　

施
行
規
則
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
者
の
身
分
上
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
適
当
と
認
め
る
書
類
の
提
示
又
は
提
出
を
申
請
者
に
求
め
る
こ
と
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ウ　

施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
頭
免
除
願
書
の
提
出
を
受
け
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
四

条
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
二
十
五
条
の
二
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
第
二
十

三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
五
条
の
二
」
を
「
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二

十
四
条
、
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
第
三
項
第
十
三
号
イ
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
、
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第

四
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「

及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
、
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に

、
「
又
は
飼
養
施
設
の
設
置
の
届
出
」
を
「
、
飼
養
施
設
の
設
置
又
は
犬
猫
等
販
売
業
に
係
る
届
出
」

に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
受
領

す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同

号
ト
及
び
チ
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ム
中
「
ね
こ
」
を

「
猫
」
に
改
め
、
同
号
中
ム
を
ク
と
し
、
ラ
を
オ
と
し
、
同
号
ナ
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項

　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
筑
後
分
場

　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
八
女
分
場　
　
　
　
　
　
　
　

を

　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
果
樹
苗
木
分
場

　

福
岡
県
病
害
虫
防
除
所
筑
後
支
所

　

福
岡
県
病
害
虫
防
除
所
行
橋
支
所　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー

　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
豊
前
分
場　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
筑
後
分
場

　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
八
女
分
場　
　
　
　
　
　

」

同
条
第
三
項
中
「
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
の
」
を
「
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
の
資
源
活
用
研
究

セ
ン
タ
ー
及
び
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
の
三
第
二
号
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
号
イ
中
「
第
九
条
第
一
項
（
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
及
び
法
第
十
条
の
二
」
を

「
第
十
条
第
一
項
及
び
法
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
第
四
項
、
第

十
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を

「
第
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
第
四
項
、
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三

項
、
第
十
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
か
ら
チ
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ヘ　

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
者
が
人
違
い
で
な
い
こ
と
等
を
立
証
す
る
書
類

の
提
示
又
は
提
出
を
申
請
者
に
求
め
る
こ
と
。

ト　

法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
者
の
出
頭
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
申
請
者
が
確

実
に
受
領
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
一
般
旅
券
を
交
付
す
る
こ
と
。

チ　

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
旅
券
の
渡
航
先
の
追
加
の
申
請
を
受
理
し
、
外

務
大
臣
に
進
達
す
る
こ
と
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
号
ヌ
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
若
し
く
は
焼
失
し
た

旨
又
は
そ
の
旅
券
を
発
見
し
た
」
を
「
又
は
焼
失
し
た
」
に
改
め
、
同
号
ル
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ル　

法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
届
出
者
が
人
違
い
で
な
い
こ
と
等
を
立
証
す
る
書

類
の
提
示
又
は
提
出
を
届
出
者
に
求
め
る
こ
と
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
号
ナ
を
削
り
、
同
号
ネ
中
「
第
六
条
第
五
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め

第３５８６号 増刊①平成 26 年４月 11 日　金曜日17 福 岡 県 公 報



る
こ
と
。

ウ　

法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
か
ら
申
出
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
保
護
金
品
を
交
付
す
る
際
に
、
又
は
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
前
に

、
当
該
申
出
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
三
項
第
二
号
タ
中
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
全
部
又
は

一
部
の
徴
収
を
行
う
」
を
「
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
そ
の
徴
収
す
る
額
に
百
分
の
四

十
を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
」
に
改
め
、
同
号
中
タ
を
ラ
と
し
、
ヨ
を
ナ
と
し
、
カ

を
ネ
と
し
、
ネ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ツ　

法
第
七
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
三
項
第
二
号
中
ワ
を
ソ
と
し
、
ヌ
か
ら
ヲ
ま
で
を
ヨ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
同
号
ヨ
の

前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ワ　

法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

カ　

法
第
五
十
五
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
若
し
く
は
被
保
護
者
で
あ
っ
た
者
又
は

こ
れ
ら
の
者
の
雇
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
、
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
三
項
第
二
号
中
リ
を
ヲ
と
し
、
同
号
チ
中
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三
十
七
条
の
二

」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ル
と
し
、
同
号
ト
中
「
第
二
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
五
項
」

に
改
め
、
「
同
条
第
一
項
の
」
の
下
に
「
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
」

を
加
え
、
「
受
診
命
令
」
を
「
検
診
命
令
」
に
改
め
、
同
号
中
ト
を
ヌ
と
し
、
同
号
ヌ
の
前
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

リ　

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
要
保
護
者
の
扶
養
義
務
者
若
し
く
は
そ
の
他
の

同
居
の
親
族
又
は
保
護
の
開
始
若
し
く
は
変
更
の
申
請
の
当
時
要
保
護
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の

者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
、
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
三
項
第
二
号
ヘ
中
「
基
づ
き
、
」
の
下
に
「
要
保
護
者
に
対
し
て
報
告
を
求
め
、
若

し
く
は
」
を
加
え
、
「
の
受
診
」
を
「
へ
の
検
診
」
に
改
め
、
同
号
中
ヘ
を
チ
と
し
、
ホ
を
ト
と
し
、

同
号
ニ
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
号
中
ニ
を
ヘ
と
し
、
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
を
ニ
と
し
、
ニ

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ　

法
第
二
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
扶
養
義
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
三
項
第
二
号
イ
中
「
第
一
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
三
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、

同
号
中
イ
を
ロ
と
し
、
ロ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ナ
を
ノ
と
し
、
カ
か
ら
ネ
ま
で
を
ツ
か
ら
ヰ
ま
で
と
し
、
ツ
の
前
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ソ　

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
多
数
の
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
が
適
正
で
な
い

こ
と
に
起
因
し
て
動
物
が
衰
弱
す
る
等
の
虐
待
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
三
項
第
十
三
号
中
ワ
を
レ
と
し
、
同
号
レ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヨ　

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

タ　

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
種
別

、
氏
名
等
の
変
更
又
は
飼
養
施
設
の
使
用
の
廃
止
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
三
項
第
十
三
号
ヲ
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
「

検
査
さ
せ
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加

え
、
同
号
中
ヲ
を
カ
と
し
、
同
号
ル
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、

「
命
ず
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え

、
同
号
中
ル
を
ワ
と
し
、
同
号
ヌ
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同

号
中
ヌ
を
ヲ
と
し
、
同
号
リ
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
「
行
う

こ
と
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
号
中

リ
を
ル
と
し
、
同
号
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

リ　

法
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
猫
等
の
種
類
ご
と
の
数
等
の
届
出
を
受

領
す
る
こ
と
。

ヌ　

法
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
案
書
又
は
死
亡
診
断
書
の
提
出
を
命
ず

る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
八
項
第
四
号
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

を
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
第
十
三
項
第
二
号
中
ソ
を
ノ
と
し
、
レ
を
ヰ
と
し
、
同
号
ヰ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

。

ム　

法
第
七
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
就
労
自
立
給

付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
他
人
を
し
て
受
け
さ
せ
た
者
か
ら
費
用
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を

徴
収
す
る
ほ
か
、
そ
の
徴
収
す
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
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（
農
林
業
総
合
試
験
場
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
長
委
任
事
項
）

第
五
十
五
条　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
委

任
す
る
。

一　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
業
務

イ　

林
業
用
種
子
の
保
管
委
託
を
受
け
る
こ
と
。

ロ　

事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
（
森
林
法
の
施
行
に
基
づ
く
林
業
普
及
指
導
事
業
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
。

ハ　

事
業
計
画
を
執
行
す
る
こ
と
。

ニ　

試
験
研
究
に
関
す
る
設
計
及
び
試
験
研
究
成
果
の
公
表
を
す
る
こ
と
。

二　

福
岡
県
職
員
の
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
号
中
「
条
例
」
と
い
う

。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ　

条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
の
う
ち
、
林
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

所
属
職
員
へ
の
支
給
を
認
定
す
る
こ
と
。

三　

森
林
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
林
業
普
及
指
導
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
六
条
第
一
号
チ
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
「
受
領
す
る
こ
と
」
の

下
に
「
、
及
び
当
該
報
告
に
係
る
事
項
を
当
該
家
畜
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
に
通
知
す
る
こ

と
」
を
加
え
る
。

　

第
六
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条　

削
除

　

第
七
十
条
第
二
項
中
「
企
画
交
通
課
」
を
「
企
画
課
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
、
福
岡

県
河
川
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号
）
を
「
細
則
」
」
を
削
り
、
同
号
マ

中
「
ヤ
及
び
マ
」
を
「
ケ
」
に
改
め
、
同
号
中
マ
を
フ
と
し
、
ヤ
を
ケ
と
し
、
同
号
ク
中
「
ト
か
ら
ヌ

ま
で
、
ヲ
、
レ
、
ソ
、
ネ
、
ヤ
及
び
マ
」
を
「
チ
か
ら
ル
ま
で
、
ワ
、
ソ
、
ネ
、
ラ
及
び
ケ
」
に
改
め

、
同
号
中
ク
を
マ
と
し
、
ヰ
か
ら
オ
ま
で
を
オ
か
ら
ヤ
ま
で
と
し
、
同
号
ウ
中
「
ト
か
ら
ヌ
ま
で
、
ヲ

、
ソ
、
ネ
、
ヤ
及
び
マ
」
を
「
チ
か
ら
ル
ま
で
、
ワ
、
ネ
、
ラ
及
び
ケ
」
に
改
め
、
同
号
中
ウ
を
ノ
と

し
、
同
号
ム
中
「
ト
か
ら
ヌ
ま
で
、
ヲ
、
ソ
、
ネ
、
ヤ
及
び
マ
」
を
「
チ
か
ら
ル
ま
で
、
ワ
、
ネ
、
ラ

及
び
ケ
」
に
改
め
、
同
号
中
ム
を
ヰ
と
し
、
ソ
か
ら
ラ
ま
で
を
ネ
か
ら
ウ
ま
で
と
し
、
ネ
の
前
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ツ　

法
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
防
管
理
団
体
又
は
水
防
協
力
団
体
が
行
う
施
設

イ　

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護
の
開
始
を
申
請
す
る
者
か
ら
申
請
書
を
受

領
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
五
項
第
二
号
カ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

カ　

条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
簿
に
登
録
す
る
こ
と

（
条
例
第
六
条
第
三
項
又
は
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

　

第
二
十
条
第
十
五
項
第
二
号
中
ネ
を
削
り
、
ナ
を
ネ
と
し
、
ネ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ナ　

条
例
第
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
の

支
障
が
な
い
と
認
め
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
五
項
第
二
号
中
オ
を
ク
と
し
、
ラ
か
ら
ノ
ま
で
を
ム
か
ら
オ
ま
で
と
し
、
ナ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ラ　

条
例
第
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
の
設
置
基
数
が
少
な
い
等
相
当

の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。

　

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
第
三
十
三
条
の
四
」
を
「
第
三
十
三
条
の
七
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
一
条
の
見
出
し
中
「
農
業
総
合
試
験
場
長
」
を
「
農
林
業
総
合
試
験
場
長
」
に
改
め
、
同
条

中
「
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
長
」
を
「
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
長
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

「
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
」
を
「
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
」
に
、
「
福
岡
県
土
壌
、
肥
料
等
分

析
並
び
に
手
数
料
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
七
号
）
を
「
土
壌
等
分
析
条
例
」
、
福

岡
県
農
業
総
合
試
験
場
種
苗
等
配
布
規
程
」
を
「
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
手
数
料
及
び
使
用
料
条

例
（
昭
和
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
四
号
）
を
「
手
数
料
使
用
料
条
例
」
、
福
岡
県
農
林
業
総
合

試
験
場
種
苗
等
配
布
規
程
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ　

手
数
料
使
用
料
条
例
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
業
に
関
す
る
分
析
、
鑑
定
又
は
試
験

を
行
い
、
そ
の
成
績
書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
一
条
第
一
号
ヨ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ヨ　

事
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
（
森
林
法
の
規
定
に
基
づ
く
林
業
普
及
指
導
事
業
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
。

　

第
五
十
一
条
第
一
号
中
タ
を
レ
と
し
、
ヨ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

タ　

事
業
計
画
を
執
行
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
四
条
第
一
号
イ
中
「
に
」
を
「
を
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
る
。

　

第
五
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
三
十
一
号

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規

則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部

改
正
）

第
一
条　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（

昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
第
四
号
中
「
農
業
総
合
試
験
場
」
を
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」
に

改
め
る
。

　

付
則
第
二
十
五
項
中
「
大
型
農
業
機
械
等
作
業
」
を
「
農
耕
作
業
用
自
動
車
の
運
転
作
業
」
に
、

「
農
業
総
合
試
験
場
等
」
を
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
五
級
の
項
中
「

379,600
」
を
「

379,600�

380,000�

380,400�

380,800�������

381,100�

381,500�

381,900
」
に
改
め
る
。

（
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　
　

附
則
第
三
項
を
削
り
、
附
則
第
四
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。

（
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

等
の
設
置
に
つ
い
て
の
協
議
に
応
ず
る
こ
と
（
チ
、
ヌ
及
び
ソ
の
規
定
に
基
づ
く
委
任
事
務
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

　

第
七
十
条
第
五
項
第
一
号
レ
中
「
ト
及
び
チ
」
を
「
チ
及
び
リ
」
に
改
め
、
同
号
中
レ
を
ソ
と
し
、

同
号
タ
中
「
ト
か
ら
ヌ
ま
で
」
を
「
チ
か
ら
ル
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
中
タ
を
レ
と
し
、
同
号
ヨ
中
「

か
ら
法
第
二
十
五
条
ま
で
の
許
可
」
を
「
、
法
第
二
十
四
条
若
し
く
は
法
第
二
十
五
条
の
許
可
又
は
法

第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
に
改
め
、
「
当
該
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
、
同
号
中
ヨ
を

タ
と
し
、
ト
か
ら
カ
ま
で
を
チ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
同
号
ヘ
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第

二
十
二
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ　

法
第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）

第
七
条
第
三
項
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
り
同
意
を
し
た
水
防
計
画
に
基
づ
き
水
防
管
理
団
体
が
行
う
水
防
に
協
力
す
る
こ
と
。

　

第
七
十
条
第
五
項
第
四
号
中
「
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
第

二
号
中
「
福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務
所
」
の
下
に
「
（
筑
後
広
域
公
園
芸
術
文
化
交
流
施
設
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
中
レ
を
ソ
と
し
、
ル
か
ら
タ
ま
で
を
ヲ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
ヌ
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル　

条
例
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を

許
可
し
、
又
は
許
可
事
項
の
変
更
の
許
可
を
行
う
こ
と
。

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
第
十
三
項
の
改

正
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
知
事
の
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為

で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
施
行
の
際
現
に
知
事
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
申
請
、
届
出
そ

の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
改
正
後
の
福
岡
県
事
務

委
任
規
則
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け
た
者
（
以
下
「
受
任
者
」
と
い
う
。
）
が
処
理
し
、
又
は
管

理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
受
任
者
が

し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
受
任
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
申
請
等
と
み
な
す
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
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一　

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

経
過
措
置
基
準
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
、
そ
の
額
が
三
千
円

を
超
え
る
場
合
は
三
千
円
と
す
る
。
）

二　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

経
過
措
置
基
準
額
に
三

分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
、

そ
の
額
が
六
千
円
を
超
え
る
場
合
は
六
千
円
と
す
る
。
）

三　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
降　

施
行
日
以
降
の
期
間
に
つ
い
て
、
経
過
し
た
年
数
一
年
に
つ

き
三
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
三
千
円
を
加
算
し
た
額

　

（
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
）

３　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
福
岡
県
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

よ
る
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
三
十
二
号

福
岡
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行

細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
平
成

十
九
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
目
次
中

「
付
表
七　
　
　
　

共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
ケ
ア　

第
二
条

　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
）
・
共
同
生
活
援
助
事

　
　
　
　
　
　
　

業
所
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の

　
　
　
　
　
　
　

指
定
に
係
る
記
載
事
項
そ
の
一

第
三
条　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　
　

附
則
第
三
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
及
び
附
則
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

３
及
び
４　

削
除

　

附
則
第
五
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
」
を
付
し
、
同
項

中
「
在
職
職
員
」
を
「
切
替
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
在

職
職
員
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
七
項
中
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
及
び
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

育
児
短
時
間
勤
務
又
は
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
い
う
。
）

」
を
加
え
る
。

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
平
成
十
八
年
改
正
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２　

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
第

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
平
成
十
八
年
改
正
規
則
」
と
い

う
。
）
附
則
第
三
項
（
改
正
前
の
平
成
十
八
年
改
正
規
則
附
則
第
四
項
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
支
給
を
受
け
て
い
た
も
の
に
は
、
そ
の
者

の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
経
過
措
置
基
準
額
（
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
支
給
を
受
け
て
い
た

給
料
月
額
と
改
正
前
の
平
成
十
八
年
改
正
規
則
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
差
額
に
相
当
す
る
額
と
の

合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
受
け
る
給
料
月
額
を
減
じ
た
額
（
零
を
上
回
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を

減
じ
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
減
ず
る
額
が
経
過
措
置
基
準
額
以
上
と
な
る

と
き
は
、
こ
の
規
定
に
よ
る
給
料
は
支
給
し
な
い
。
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・
そ
の
二

付
表
七
―
二　
　

共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
地
域　

第
二
条

　
　
　
　
　
　
　

移
行
型
ホ
ー
ム
）
・
共
同
生
活

　
　
　
　
　
　
　

援
助
事
業
所
（
地
域
移
行
型
ホ　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　

ー
ム
）
の
指
定
に
係
る
記
載
事

　
　
　
　
　
　
　

項
そ
の
一
・
そ
の
二

付
表
七
―
三　
　

経
過
的
居
宅
介
護
利
用
型
共
同　

第
二
条

　
　
　
　
　
　
　

生
活
介
護
事
業
所
・
共
同
生
活

　
　
　
　
　
　
　

援
助
事
業
所
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ム
）
の
指
定
に
係
る
記
載
事
項

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
一
・
そ
の
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
付
表
七　
　
　
　

共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
グ
ル　

第
二
条

　
　
　
　
　
　
　

ー
プ
ホ
―
ム
）
の
指
定
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　

記
載
事
項
そ
の
一
・
そ
の
二
・

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
三

付
表
七
―
二　
　

共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
地
域　

第
二
条

　
　
　
　
　
　
　

移
行
型
ホ
ー
ム
）
の
指
定
に
係

　
　
　
　
　
　
　

る
記
載
事
項
そ
の
一
・
そ
の
二　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・
そ
の
三

付
表
七
―
三　
　

経
過
的
居
宅
介
護
利
用
型
共
同　

第
二
条

　
　
　
　
　
　
　

生
活
援
助
事
業
所
（
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
）
の
指
定
に
係
る
記
載

　
　
　
　
　
　
　

事
項
そ
の
一
・
そ
の
二
・
そ
の

　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
一
号
付
表
一
及
び
様
式
第
一
号
付
表
一
―
二
中
「加

算
対
象
者
以
外

」
を
「肢

体
不
自
由
者

・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
加
算
対
象
者
以
外

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
三
及
び
様
式
第
一
号
付
表
三
―
二
中
「障

害
程
度
区
分

」
を
「障

害
支
援

（程
度

）区
分

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
七
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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付表７　　　共同生活援助事業所（グループホーム）の指定に係る記載事項　その１

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

県 郡・市

別紙のとおり

担当者

サービスの提供形態（該
当部分に○）

外部サービス利用型

介護サービス包括型 生活支援員の業務の外部委託の予定　　　　有（月　　　時間）　・　無

居宅介護サービス事業者が事業を行う事業所の名称
及び所在地並びに当該事業者の名称及び所在地

苦情解決の措置概要

連携施設の種別・名称

支援体制の概要

第三者評価の実施状況

その他参考となる事項

その他

している　・　していない

協力医療機関

協力歯科医療機関

窓口（連絡先）

名　称 主な診療科名

所在地 郡・市

電話番号

※　主たる事業所とは、複数の共同生活住居がある場合、当該事業所からいずれの共同生活住居に対しても、概ね３０分程度で移動可能な範囲にある事業所をいう。

障害者支援施設等との連携体
制等

基準上の必要人数（人）

添付書類

別添のとおり(定款、寄付行為等及びその登記簿の謄本又は条例等、共同生活住居の構造概要及び平面図、経
歴書、運営規程、利用者(入所者)又はその家族からの苦情を解決するために講ずる措置の概要、資産状況(貸借
対照表・財産目録等)、設備・備品等一覧表、協力医療機関との契約内容がわかるもの、障害者の日常生活及び
社会生活を総合的に支援するための法律第36条第3項各号の規定に該当しない旨の誓約書及び役員等名簿、受
託居宅介護サービス事業者との委託契約書（外部サービス利用型の場合）　等)

名　称

兼務

受付番号

他の事業所、施設又は医療
機関の従業者との兼務（兼務
の場合記入）

事業所等の名称

名　　称

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

氏　名
住　所

フリガナ

兼務する職種
及び勤務時間
等

ＦＡＸ番号連 絡 先

フリガナ

主
た
る
事
業
所

管
理
者

第　　条 第　　項 第　　号

従業者の職種・員数
サービス管理責任者

専従

世話人

兼務 専従 兼務

当該事業の実施について定めてある定款・寄付行為等又は条例等

利用定員数

一体的に管理運営される
他の事業所

サービス フリガナ
住 所管理責任者 氏　名

常勤（人）

非常勤（人）

専従

常勤換算後の人数（人）

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

生活支援員

従業者数
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様
式
第
一
号
付
表
七
そ
の
二
中
「・

ケ
ア
ホ
ー
ム

」
を
削
り
、

⑥
入
居
者
１
人
当
た
り
の
居
室
の
最
小
床
面
積　
　
　
　
　
　
㎡

�

を

⑥
入
居
者
１
人
当
た
り
の
居
室
の
最
小
床
面
積　
　
　
　
　
　
㎡

一
体
的
に
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居　
　
　
　
　
　
　
　
か
所

� 

に
改
め
る
。

一
体
的
に
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
の
利
用
者
か
ら
連
絡
を
受
け
る
通
信
機
器

　

様
式
第
一
号
付
表
七
そ
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

③賃貸借契約の内容： ア　敷金　　　　　　イ　　礼金　　　　　ウ　　家賃　（月額）　　　　

エ　　契約期間　　　　　オ　　賃貸料がない理由

④住居の利用定員数　　　　　　　　人　　　

⑤居室数 室（うち個室　　　室）

⑥入居者１人当たりの居室の最小床面積 ㎡

本体住居の名称

本体住居との距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

主たる対象者　　　　　　　　　特定無し　・　身体障害者　・　知的障害者　・　精神障害者　・　難病等対象者

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

③賃貸借契約の内容： ア　敷金　　　　　　イ　　礼金　　　　　ウ　　家賃　（月額）　　　　

エ　　契約期間　　　　　オ　　賃貸料がない理由

④住居の利用定員数　　　　　　　　人　　　

⑤居室数 室（うち個室　　　室）

⑥入居者１人当たりの居室の最小床面積 ㎡

本体住居の名称

本体住居との距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

主たる対象者　　　　　　　　　特定無し　・　身体障害者　・　知的障害者　・　精神障害者　・　難病等対象者

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
②

フリガナ

名　　称

所在地 郡・市

連 絡 先 電話番号 ＦＡＸ番号

サテライト型住居に供する建物形態

①住居区分：一戸建て、アパート、マンション、その他（　　　　）

②建物所有者名：

利用料

その他の費用

ＦＡＸ番号

所在地 郡・市

連 絡 先 電話番号

（付表７）　その３

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
①

フリガナ

名　　称

サテライト型住居に供する建物形態

①住居区分：一戸建て、アパート、マンション、その他（　　　　）

②建物所有者名：

利用料

その他の費用
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様
式
第
一
号
付
表
七
―
二
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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付表７－２　　共同生活援助事業所（地域移行型ホーム）の指定に係る記載事項　その１

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

県 郡・市

別紙のとおり

担当者

※　主たる事業所とは、複数の共同生活住居がある場合、当該事業所からいずれの共同生活住居に対しても、概ね３０分程度で移動可能な範囲にある事業所をいう。

名　称

基準上の必要人数（人）

名　称 主な診療科名

その他

協力医療機関

協力歯科医療機関

障害者支援施設等との連携体
制等

連携施設の種別・名称

支援体制の概要

同一敷地内にある入所施設又
は病院の名称及び所在地

その他参考となる事項

生活支援員の業務の外部委託の予定　　　　有（月　　　時間）　・　無

居宅介護サービス事業者が事業を行う事業所の名称
及び所在地並びに当該事業者の名称及び所在地

サービスの提供形態（該
当部分に○）

外部サービス利用型

一体的に管理運営される
他の事業所

介護サービス包括型

している　・　していない

苦情解決の措置概要 窓口（連絡先）

第三者評価の実施状況

添付書類

別添のとおり(定款、寄付行為等及びその登記簿の謄本又は条例等、建物の構造概要及び平面図、経歴書、運
営規程、利用者(入所者)又はその家族からの苦情を解決するために講ずる措置の概要、資産状況(貸借対照表・
財産目録等)、設備・備品等一覧表、協力医療機関との契約内容がわかるもの、入所定員又は精神病院の精神
病床数の減少計画書、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第36条第3項各号の規
定に該当しない旨の誓約書及び役員等名簿、受託居宅介護サービス事業者との委託契約書（外部サービス利用
型の場合）　等)

氏　名

フリガナ

兼務する職種
及び勤務時間
等

住 所
（郵便番号　　　　　－　　　　　）

管理責任者 氏　名

従業者数

常勤換算後の人数（人）

第　　条 第　　項 第　　号

従業者の職種・員数
サービス管理責任者

専従

世話人

兼務 専従 兼務

利用定員数

サービス

常勤（人）

非常勤（人）

生活支援員

専従 兼務

当該事業の実施について定めてある定款・寄付行為等又は条例等

受付番号

ＦＡＸ番号

住　所

他の事業所、施設又は医療
機関の従業者との兼務（兼務
の場合記入）

事業所等の名称

連 絡 先 電話番号

フリガナ

所在地 郡・市

フリガナ

名　　称主
た
る
事
業
所

管
理
者

（郵便番号　　　　　－　　　　　）
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様
式
第
一
号
付
表
七
―
二
そ
の
二
中

⑥
入
居
者
１
人
当
た
り
の
居
室
の
最
小
床
面
積　
　
　
　
　
　
㎡

�

を

⑥
入
居
者
１
人
当
た
り
の
居
室
の
最
小
床
面
積　
　
　
　
　
　
㎡

一
体
的
に
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居　
　
　
　
　
　
　
　
か
所

 �

に
改
め
る
。

一
体
的
に
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
の
利
用
者
か
ら
連
絡
を
受
け
る
通
信
機
器

�

　

様
式
第
一
号
付
表
七
―
二
そ
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

③賃貸借契約の内容： ア　敷金　　　　　　イ　　礼金　　　　　ウ　　家賃　（月額）　　　　

エ　　契約期間　　　　　オ　　賃貸料がない理由

④住居の利用定員数　　　　　　　　人　　　

⑤居室数 室（うち個室　　　室）

⑥入居者１人当たりの居室の最小床面積 ㎡

本体住居の名称

本体住居との距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

主たる対象者　　　　　　　　　特定無し　・　身体障害者　・　知的障害者　・　精神障害者　・　難病等対象者

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

③賃貸借契約の内容： ア　敷金　　　　　　イ　　礼金　　　　　ウ　　家賃　（月額）　　　　

エ　　契約期間　　　　　オ　　賃貸料がない理由

④住居の利用定員数　　　　　　　　人　　　

⑤居室数 室（うち個室　　　室）

⑥入居者１人当たりの居室の最小床面積 ㎡

本体住居の名称

本体住居との距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

主たる対象者　　　　　　　　　特定無し　・　身体障害者　・　知的障害者　・　精神障害者　・　難病等対象者

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
②

フリガナ

名　　称

所在地 郡・市

連 絡 先 電話番号 ＦＡＸ番号

サテライト型住居に供する建物形態

①住居区分：一戸建て、アパート、マンション、その他（　　　　）

②建物所有者名：

利用料

その他の費用

（付表７－２）　その３

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
①

フリガナ

名　　称

所在地 郡・市

連 絡 先 電話番号 ＦＡＸ番号

サテライト型住居に供する建物形態

①住居区分：一戸建て、アパート、マンション、その他（　　　　）

②建物所有者名：

利用料

その他の費用

第３５８６号 増刊①平成 26 年４月 11 日　金曜日29 福 岡 県 公 報



　

様
式
第
一
号
付
表
七
―
三
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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付表７－３　　経過的居宅介護利用型共同生活援助事業所（グループホーム）の指定に係る記載事項　その１

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

県 郡・市

人

担当者

利用定員数

常勤（人）

非常勤（人）

兼務

管理責任者 氏　名

専従 兼務

生活支援員

専従

基準上の必要人数（人）

従業者数

常勤換算後の人数（人）

受付番号

第　　条 第　　項 第　　号当該事業の実施について定めてある定款・寄付行為等又は条例等

主
た
る
事
業
所

郡・市

管
理
者

兼務する職種
及び勤務時間
等

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

住　所
氏　名

フリガナ

他の事業所、施設又は医療
機関の従業者との兼務（兼務
の場合記入）

事業所等の名称

ＦＡＸ番号

フリガナ

平成１８年９月３０日において、居宅介護（身体介護・家事援助・
日常生活支援）を利用している利用者数

※　主たる事業所とは、複数の共同生活住居がある場合、当該事業所からいずれの共同生活住居に対しても、概ね３０分程度で移動可能な範囲にある事業所をいう。

一体的に管理運営される
他の事業所

所在地

連 絡 先 電話番号

名　　称

（郵便番号　　　　　－　　　　　）サービス フリガナ
住 所

従業者の職種・員数
サービス管理責任者

専従

世話人

兼務

障害者支援施設等との連携体
制等

連携施設の種別・名称

支援体制の概要

その他参考となる事項

その他

苦情解決の措置概要 窓口（連絡先）

第三者評価の実施状況 している　・　していない

添付書類

別添のとおり(定款、寄付行為等及びその登記簿の謄本又は条例等、建物の構造概要及び平面図、経歴書、運
営規程、利用者(入所者)又はその家族からの苦情を解決するために講ずる措置の概要、資産状況(貸借対照表・
財産目録等)、設備・備品等一覧表、協力医療機関との契約内容がわかるもの、(平成18年9月30日において指定
共同生活援助事業所に入居していた者のうち、居宅介護を利用していた者のサービス提供実績記録表の写し)、
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第36条第3項各号の規定に該当しない旨の誓
約書及び役員等名簿、受託居宅介護サービス事業者との委託契約書（外部サービス利用型の場合）　等)

名　称

協力医療機関

協力歯科医療機関

名　称 主な診療科名
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様
式
第
一
号
付
表
七
―
三
そ
の
二
中
「グ

ル
ー
プ
ホ

ーム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

（経
過
的
居
宅
介
護
利
用

型
）
」
を
「経

過
的
居
宅
介
護
利
用
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

」
に
、

⑥
入
居
者
１
人
当
た
り
の
居
室
の
最
小
床
面
積　
　
　
　
　
　
㎡

�

を

⑥
入
居
者
１
人
当
た
り
の
居
室
の
最
小
床
面
積　
　
　
　
　
　
㎡

一
体
的
に
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居　
　
　
　
　
　
　
　
か
所

 �

に
改
め
る
。

一
体
的
に
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
の
利
用
者
か
ら
連
絡
を
受
け
る
通
信
機
器

　

様
式
第
一
号
付
表
七
―
三
そ
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

③賃貸借契約の内容： ア　敷金　　　　　　イ　　礼金　　　　　ウ　　家賃　（月額）　　　　

エ　　契約期間　　　　　オ　　賃貸料がない理由

④住居の利用定員数　　　　　　　　人　　　

⑤居室数 室（うち個室　　　室）

⑥入居者１人当たりの居室の最小床面積 ㎡

本体住居の名称

本体住居との距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

主たる対象者　　　　　　　　　特定無し　・　身体障害者　・　知的障害者　・　精神障害者　・　難病等対象者

（郵便番号　　　　　－　　　　　）

県

③賃貸借契約の内容： ア　敷金　　　　　　イ　　礼金　　　　　ウ　　家賃　（月額）　　　　

エ　　契約期間　　　　　オ　　賃貸料がない理由

④住居の利用定員数　　　　　　　　人　　　

⑤居室数 室（うち個室　　　室）

⑥入居者１人当たりの居室の最小床面積 ㎡

本体住居の名称

本体住居との距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

主たる対象者　　　　　　　　　特定無し　・　身体障害者　・　知的障害者　・　精神障害者　・　難病等対象者

郡・市所在地

名　　称

フリガナ

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
①

サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
②

フリガナ

名　　称

所在地 郡・市

連 絡 先 電話番号 ＦＡＸ番号

サテライト型住居に供する建物形態

①住居区分：一戸建て、アパート、マンション、その他（　　　　）

②建物所有者名：

利用料

その他の費用

電話番号 ＦＡＸ番号

サテライト型住居に供する建物形態

①住居区分：一戸建て、アパート、マンション、その他（　　　　）

②建物所有者名：

利用料

その他の費用

連 絡 先

（付表７－３）　その３
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る
。

　

第
二
条
第
八
号
中
「
保
健
所
」
の
下
に
「
及
び
病
害
虫
防
除
所
」
を
加
え
、
同
条
第
十
七
号
の
二
中

「
第
百
六
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
号
を
第
十
七
号
の
二
の
二
と

し
、
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二　

児
童
自
立
支
援
専
門
監　

組
織
規
則
第
百
三
条
に
規
定
す
る
児
童
自
立
支
援
専
門
監
を

い
う
。

第
二
条
第
十
七
号
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二
の
三　

副
セ
ン
タ
ー
長　

組
織
規
則
第
百
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
副
セ
ン
タ
ー
長

を
い
う
。

第
七
条
の
表
知
事
部
局
の
項
中

児
童
相
談
所

所
長
の
決
裁
事
項

副
所
長
（
副
所
長
を
置

か
な
い
所
に
あ
つ
て
は

、
主
務
課
の
課
長
（
京

築
児
童
相
談
所
に
あ
つ

て
は
次
長
）
）

主
務
課
の
課
長
（
副
所
長
を
置
か

な
い
所
（
京
築
児
童
相
談
所
を
除

く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
主
務
係
の

係
長
又
は
主
務
課
の
副
長
（
係
長

及
び
副
長
を
置
か
な
い
課
に
あ
つ

て
は
、
所
長
が
指
定
す
る
職
員
）

、
京
築
児
童
相
談
所
に
あ
つ
て
は

副
長
）

�

を

副
所
長
の
決
裁
事
項

主
務
課
の
課
長

主
務
係
の
係
長
（
係
長
を
置
か
な

い
課
に
あ
つ
て
は
、
所
長
が
指
定

す
る
職
員
）

児
童
相
談
所

所
長
の
決
裁
事
項

副
所
長
（
副
所
長
を
置

か
な
い
所
に
あ
つ
て
は

、
主
務
課
の
課
長
（
京

築
児
童
相
談
所
に
あ
つ

て
は
次
長
）
）

主
務
課
の
課
長
（
副
所
長
を
置
か

な
い
所
（
京
築
児
童
相
談
所
を
除

く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
主
務
係
の

係
長
又
は
主
務
課
の
副
長
（
係
長

及
び
副
長
を
置
か
な
い
課
に
あ
つ

て
は
、
所
長
が
指
定
す
る
職
員
）

、
京
築
児
童
相
談
所
に
あ
つ
て
は

副
長
）

  �

に
、

副
所
長
の
決
裁
事
項

主
務
課
の
課
長

主
務
係
の
係
長
（
係
長
を
置
か
な

い
課
に
あ
つ
て
は
、
所
長
が
指
定

す
る
職
員
）

　

様
式
第
一
号
付
表
八
そ
の
二
及
び
様
式
第
一
号
付
表
十
三
そ
の
一
中
「障

害
程
度
区
分

」
を
「障

害

支
援

（程
度

）区
分

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
十
五
そ
の
二
中

共
同
生
活
介
護

１
新
規

��２
変
更

��３
終
了

施
設
入
所
支
援

１
新
規

��２
変
更

��３
終
了

�

を

施
設
入
所
支
援

１
新
規

��２
変
更

��３
終
了

�

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
二
号
中
「、

共
同
生
活
介
護

（ケ
ア
ホ
ー
ム

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
十
号
中
「福

岡
県
知
事

」
を
「福

岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

」
に
改
め
る
。

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

福
岡
県
訓
令
第
八
号

本

庁

出

先

機

関

福
岡
県
警
察
本
部

福

岡

県

教

育

庁

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局

福
岡
県
議
会
事
務
局

　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
年
三
月
福
岡
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
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験
場

副
場
長
の
決
裁
事
項

主
務
部
の
部
長

主
務
課
の
課
長
（
課
長
を
置
か
な

い
部
に
あ
つ
て
は
場
長
が
指
定
す

る
職
員
）

部
長
の
決
裁
事
項

主
務
課
の
課
長
（
課
長

を
置
か
な
い
部
に
あ
つ

て
は
、
場
長
が
指
定
す

る
職
員
）

主
務
課
の
副
長
（
副
長
を
置
か
な

い
部
及
び
課
に
あ
つ
て
は
、
場
長

が
指
定
す
る
職
員

セ
ン
タ
ー
長
の
決
裁

事
項

副
セ
ン
タ
ー
長

主
務
部
の
部
長

副
セ
ン
タ
ー
長
の
決

裁
事
項

主
務
部
の
部
長

主
務
課
の
課
長
（
課
長
を
置
か
な

い
課
に
あ
つ
て
は
、
場
長
が
指
定

す
る
職
員
）

課
長
の
決
裁
事
項

副
長
（
副
長
を
置
か
な

い
課
に
あ
つ
て
は
、
場

長
が
指
定
す
る
職
員
）

場
長
が
指
定
す
る
職
員

 �

に

分
場
長
の
決
裁
事
項

次
長

分
場
長
が
指
定
す
る
職
員

農
業
大
学
校

校
長
の
決
裁
事
項

副
校
長

総
務
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は

総
務
課
長
、
教
務
部
の
所
掌
事
務

に
つ
い
て
は
教
務
部
長

副
校
長
の
決
裁
事
項

総
務
課
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
は
総
務
課
長
、

教
務
部
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
は
教
務
部
長

総
務
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は

総
務
課
副
長
（
副
長
を
置
か
な
い

と
き
は
校
長
が
指
定
す
る
職
員
）

、
教
務
部
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て

は
校
長
が
指
定
す
る
職
員

教
務
部
長
の
決
裁
事

項

校
長
が
指
定
す
る
職
員

校
長
が
指
定
す
る
職
員

改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
こ
の
節
中
「
地
公
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
営
利
企
業
等
の
従
事
に
つ
い
て
許

可
す
る
こ
と
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
事
業
、
事
務
等
に
限
る
。
）
。

　

第
二
十
一
条
第
四
号
中
「
第
八
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
一
号
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
職
務
に

従
事
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
三
月

福
岡
学
園

園
長
の
決
裁
事
項

指
導
課
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
は
児
童
自
立
支

援
専
門
監
、
庶
務
課
の

所
掌
事
務
に
つ
い
て
は

庶
務
課
長

指
導
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は

指
導
課
長
、
庶
務
課
の
所
掌
事
務

に
つ
い
て
は
園
長
が
指
定
す
る
職

員

農
業
総
合
試
験

場
長
の
決
裁
事
項

副
場
長

主
務
部
の
部
長

場

副
場
長
の
決
裁
事
項

主
務
部
の
部
長

主
務
課
の
課
長
（
課
長
を
置
か
な

い
部
に
あ
つ
て
は
、
場
長
が
指
定

す
る
職
員
）

部
長
の
決
裁
事
項

主
務
課
の
課
長
（
課
長

を
置
か
な
い
部
に
あ
つ

て
は
、
場
長
が
指
定
す

る
職
員
）

主
務
課
の
副
長
（
副
長
を
置
か
な

い
部
及
び
課
に
あ
つ
て
は
、
場
長

が
指
定
す
る
職
員
）

課
長
の
決
裁
事
項

副
長
（
副
長
を
置
か
な

い
課
に
あ
つ
て
は
、
場

長
が
指
定
す
る
職
員
）

場
長
が
指
定
す
る
職
員

分
場
長
の
決
裁
事
項

次
長

分
場
長
が
指
定
す
る
職
員

農
業
大
学
校

校
長
の
決
裁
事
項

副
校
長

総
務
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は

総
務
課
長
、
教
務
部
の
所
掌
事
務

に
つ
い
て
は
教
務
部
長

 �

を

副
校
長
の
決
裁
事
項

総
務
課
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
は
総
務
課
長
、

教
務
部
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
は
教
務
部
長

総
務
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は

総
務
課
副
長
（
副
長
を
置
か
な
い

と
き
は
校
長
が
指
定
す
る
職
員
）

、
教
務
部
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て

は
校
長
が
指
定
す
る
職
員

教
務
部
長
の
決
裁
事

項

校
長
が
指
定
す
る
職
員

校
長
が
指
定
す
る
職
員

森
林
林
業
技
術

所
長
の
決
裁
事
項

主
務
部
の
部
長

主
務
課
の
課
長

セ
ン
タ
ー

部
長
の
決
裁
事
項

主
務
課
の
課
長

所
長
が
指
定
す
る
職
員

課
長
の
決
裁
事
項

所
長
が
指
定
す
る
職
員

所
長
が
指
定
す
る
職
員

�

農
林
業
総
合
試

場
長
の
決
裁
事
項

副
場
長

主
務
部
の
部
長
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第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

五　

セ
ン
タ
ー
長

イ　

委
任
規
則
第
五
十
一
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
管
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ　

第
二
十
一
条
第
三
号
イ
、
ト
、
リ
及
び
ヌ
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
ハ
及
び

ニ
並
び
に
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所

管
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ハ　

第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
事
務

　

六　

副
セ
ン
タ
ー
長

イ　

委
任
規
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
九
号
イ
及
び
ニ
並
び
に
第
三
項
第
三
号
（
同
号
ロ
、
ニ

、
ホ
及
び
ヌ
を
除
く
。
）
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
管

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ　

第
二
十
一
条
第
三
号
ロ
及
び
ハ
（
セ
ン
タ
ー
長
及
び
副
セ
ン
タ
ー
長
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
並
び
に
第
六
号
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
管
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）

　

七　

総
務
・
普
及
部
長

イ　

委
任
規
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
、
第
九
号
ロ
及
び
ハ

並
び
に
第
十
一
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
、
第
一
号
の
二
、
第
二
号
イ
並
び
に
第
三
号
ロ
、
ニ

、
ホ
及
び
ヌ
に
規
定
す
る
事
務
（
委
任
規
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
務

に
つ
い
て
は
所
属
職
員
の
事
務
分
担
の
決
定
に
係
る
も
の
、
同
項
第
三
号
及
び
第
三
項
第
一
号

に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
所
属
職
員
に
係
る
も
の
、
第
一
項
第
九
号
ロ
及
び
ハ
に
規
定
す

る
事
務
に
つ
い
て
は
総
務
・
普
及
部
に
お
い
て
所
管
す
る
車
両
に
係
る
も
の
、
同
条
第
一
項
第

一
号
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
の
二
、
第

二
号
イ
並
び
に
第
三
号
ロ
、
ニ
、
ホ
及
び
ヌ
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
資
源
活
用
研
究
セ

ン
タ
ー
の
所
管
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ　

第
二
十
一
条
第
二
号
、
第
三
号
ハ
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
及
び
ト
、
第
四
号
、
第
十
号
（
同
号
イ
、

ロ
、
ハ
及
び
ニ
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
一
号
に
規
定
す
る
事
務
（
同
条
第
二
号
、
同
条
第
三

号
ハ
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
及
び
ト
並
び
に
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
所
属
職
員
に

係
る
も
の
、
第
十
号
（
同
号
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
ニ
を
除
く
。
）
及
び
第
十
一
号
に
規
定
す
る
事

二
十
六
日
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
六
号
中
「
第
八
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
一
号
（
総
務
部
長
が
指
定

す
る
職
務
に
従
事
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六　

地
公
法
第
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
営
利
企
業
等
の
従
事
に
つ
い
て
許

可
す
る
こ
と
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
事
業
、
事
務
等
に
限
る
。
）
。

　

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
中

「
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
豊
前
分
場

　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
筑
後
分
場

　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
八
女
分
場　
　
　
　
　
　
　
　

を

　

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
果
樹
苗
木
分
場　

　

福
岡
県
病
害
虫
防
除
所
筑
後
支
所

　

福
岡
県
病
害
虫
防
除
所
行
橋
支
所　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー

　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
豊
前
分
場　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
筑
後
分
場

　

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
八
女
分
場　
　
　
　
　
　

」

同
条
第
三
項
中
「
、
病
害
虫
防
除
所
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第

十
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
条
の
二
第
四
項
、
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十

条
の
三
第
四
項
、
第
十
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
条

の
四
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
の
三
第
六
号
中
「
第
八
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
一
号
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
職

務
に
従
事
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六　

地
公
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
営
利
企
業
等
の
従
事
に
つ
い
て
許
可

す
る
こ
と
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
事
業
、
事
務
等
に
限
る
。
）
。

　

第
二
十
一
条
の
七
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
農
業
総
合
試
験
場
」
を
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」
に

改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
研
究
企
画
部
長
」
を
「
企
画
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
及
び
研
究

企
画
部
長
」
を
「
、
企
画
部
長
及
び
総
務
・
普
及
部
長
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
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三
項
」
に
、
同
項
同
欄
第
十
三
号
中
「
第
十
条
の
二
第
四
項
、
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の

三
第
四
項
、
第
十
条
の
四
第
四
項
」
に
、
同
項
同
欄
第
十
四
号
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十

条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第

二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
同
欄
第
二
十
一
号
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の

四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
同
欄
第
二
十
二
号
と
し
、
同
項
同
欄
第
二
十
号
中
「
第
十
条
の
二

第
四
項
、
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
四
項
、
第
十
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
同
欄
第
二
十
一
号
と
し
、
同
項
同
欄
第
十
九
号
中
「
第
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の
三

第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
同
欄
第
二
十
号
と
し
、
同
項
同
欄
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、

第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
項
同
欄
第
十
五
号
中
「
第
八
号
ま
で

」
の
下
に
「
、
第
十
一
号
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
職
務
に
従
事
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

同
号
を
同
項
同
欄
第
十
六
号
と
し
、
同
項
同
欄
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

15　

地
公
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
営
利
企
業
等
の
従
事
に
つ
い
て
許
可
す

る
こ
と
（
総
務
部
長
が
指
定
す
る
事
業
、
事
務
等
に
限
る
。
）
。

　

別
表
一
中
第
十
七
項
を
削
り
、
第
十
八
項
を
第
十
七
項
と
し
、
第
十
九
項
を
第
十
八
項
と
す
る
。

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
企
業
管
理
者　
　

佐　

藤　

清　

治

福
岡
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

　

（
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
福
岡
県

企
業
局
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

務
に
つ
い
て
は
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
管
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ハ　

第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
事
務

　

第
二
十
一
条
の
九
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
九　

削
除

　

第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
第
八
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
一
号
（
総
務
部
長
が
指
定

す
る
職
務
に
従
事
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
三
条
の
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
農
業
総
合
試
験
場
」
を
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
会
計
課
長
」
を
「
管
理
部
会
計
課
長
」
に
改
め
、
同
号
を
第
六
号
と
し
、
同

条
第
三
号
中
「
管
理
課
長
」
を
「
管
理
部
総
務
課
長
」
に
改
め
、
同
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

総
務
・
普
及
部
長

イ　

委
任
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
号
、

第
十
二
号
及
び
第
十
五
号
の
二
か
ら
第
十
八
号
ま
で
並
び
に
同
条
第
二
項
並
び
に
同
規
則
第

十
三
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
管
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）

ロ　

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　

第
二
十
三
条
の
四
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

副
セ
ン
タ
ー
長

イ　

委
任
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
一
号
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ

ン
タ
ー
の
所
管
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

　

第
二
十
三
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七　

総
務
・
普
及
部
総
務
課
長

イ　

委
任
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
並
び
に
同
規
則
第

十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
務
（
資
源
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
管
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）

　

第
二
十
三
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
五　

削
除

　

別
表
一
第
十
二
項
中
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
を
「
地
方
公
務
員
法
を
「
地
公
法
」
、
労
働
安
全
衛
生

法
」
に
改
め
、
同
項
部
長
等
専
決
事
項
の
第
十
二
号
中
「
第
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
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げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

減
ず
る
額
が
経
過
措
置
基
準
額
以
上
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
規
定
に
よ
る
給
料
は
支
給
し
な
い
。

一　

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

経
過
措
置
基
準
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
、
そ
の
額
が
三
千
円

を
超
え
る
場
合
は
三
千
円
と
す
る
。
）

二　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

経
過
措
置
基
準
額
に
三

分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
、

そ
の
額
が
六
千
円
を
超
え
る
場
合
は
六
千
円
と
す
る
。
）

三　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
降　

施
行
日
以
降
の
期
間
に
つ
い
て
、
経
過
し
た
年
数
一
年
に
つ

き
三
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
三
千
円
を
加
算
し
た
額

３　

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
改
正
前
の
給
与
規
程
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
受
け
て

い
た
職
員
（
前
項
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ

れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
は
、
県
職
員
の
例
に
よ

り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。

４　

施
行
日
の
前
日
に
改
正
前
の
給
与
規
程
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
職
員
の
う
ち
、
異
動
又
は
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ

る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
県
職
員
の
例
に
よ
り
、
前
二
項
の
規

定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。

　

（
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
）

５　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
福
岡
県
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

よ
る
。

　
　

第
一
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
五
級
の
項
中
「

379,600
」
を
「

379,600�

380,000�

380,400�

380,800�������

381,100�

381,500�

381,900
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
の
一

部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
平
成
十
八
年
福
岡
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
第
七
項
か
ら
附
則
第
十
項
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置

）
２　

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
、
施
行
日
の
前
日
に
お

い
て
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
前
の
給
与
規
程
」
と
い
う
。
）
附
則
第
七
項
（
改
正

前
の
給
与
規
程
附
則
第
八
項
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定

に
よ
る
給
料
の
支
給
を
受
け
て
い
た
も
の
に
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
経
過
措
置

基
準
額
（
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
支
給
を
受
け
て
い
た
給
料
月
額
と
改
正
前
の
給
与
規
程
附
則
第

七
項
に
規
定
す
る
差
額
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
受
け
る
給
料
月
額
を
減
じ
た
額

（
零
を
上
回
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲

正

誤

発　

行

年
月
日

公　

報

番　

号

種　

類

同
上

番
号

ペ
ー
ジ

欄

行

備　

考

正

誤

上

下

26
・
４
・
１

3583

増刊①

人
事
委

員
会
規

則

７

６

◯

表
中

福
岡
学
園

園　

長

筑
後
い
ず
み
園

園　

長

三　

種

障
害
者
更
生
相
談
所

所　

長

福
岡
学
園

園　

長

障
害
者
更
生
相
談
所

園　

長

三　

種

筑
後
い
ず
み
園

所　

長

▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
▂
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